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Introduction

pNG Dark Matter

Model 1

Summary

直接探索実験

→ 暗黒物質 (DM) と核子の間の

散乱断面積に強い制限を課す

pNG ボソンは何に由来するのか？
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WL スカラーを pNG DM とみなせるか？
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𝑀4 × 𝑇2 上の U 1 ゲージ理論
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背景磁場 (フラックス)

𝐴5 = −𝑓𝑥6,

トーラス並進変換 𝛿𝑇 の下で不変

𝛿𝑇𝜑0 ∝ 𝑓

𝜑0：ゲージ場の余剰次元成分のゼロモード (WL スカラー)
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擬南部ゴールドストーン (pNG) DM 模型

DM と核子の間の散乱振幅が抑制される

(𝑖ℳ ∝ 𝑡 → 0, 𝑡 は移行運動量の２乗)

フラックスコンパクト化された理論

ゲージ場の余剰次元成分 (WL スカラー) が

余剰空間の並進対称性に対する NG ボソンとなる

← 対称性を陽に破る質量項

ヒッグス場 𝐻, 複素スカラー場 𝑆 (global U 1 対称性)
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ℎ1,2

∝ 𝑡 → 0

Flux Compactification

𝐴6 = 0

= 𝜙 + 𝜑

→ トーラス並進対称性に対する NG ボソン

Explicit Symmetry Breaking
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トーラス並進対称性を陽に破る
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WL スカラー 𝜑0 の虚部 𝜒 が pNG ボソン

𝑥5,6 ∈ 0, 𝐿
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Model 2
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・トーラスの並進対称性に由来する pNG DM による

散乱振幅の抑制を確認した

・暗黒物質観測からコンパクト化スケールの制限を得た

[Gross-Lebedev-Toma (2017),…]

[Buchmuller-Dierigl-Dudas (2018),…]

𝐻0, 𝑠 → ℎ1, ℎ2 となり、

pNG DM 模型と同様の相殺
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t-channel cancelation
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